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身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
八
（
二

O
一
六
）
年
一

O
月
一
日
か
ら
平
成
二
九
（
二

O
一
七
）
年
九
月
三
O
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

O
仏
教
学
科

マ
浜
島
典
彦

特
任
教
授
（
学
長
）

《
研
究
発
表
》

（
単
独
）
「
日
蓮
聖
人
の
布
教
法
に
つ
い
て

l
教
化
学
の
観
点
か
ら

l
」
（
第
三
三
回
近
畿
教
区
勧
学
院
教
学
研
修
会
、
二

O
一
七
年
二
一
月
一
五
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
法
華
経
講
義
」
（
側
法
華
会
、
神
田
学
士
会
館
、
毎
月
第
二
土
曜
日
）

「
基
調
講
演

身
延
山
大
学
建
学
の
精
神
の
実
現
の
た
め
に
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
「
今
な
ぜ
日
蓮
学
か
」
、
日
蓮
宗
本
山
立

本
寺
内
教
法
院
、
二

O
一
六
年
一
二
月
二
日
）

「
い
の
ち
に
合
掌
l
組
織
で
動
く
l
」
（
身
延
山
学
園
北
海
道
支
部
同
窓
会
、
二

O
一
七
年
六
月
二
九
日
）

「
い
の
ち
に
合
掌
｜
私
は
身
延
山
大
学
で
考
え
た
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
金
曜
講
話
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二

O
一
七
年
一

O
月
六
日
）

「
い
の
ち
に
合
掌
御
降
誕
八
O
O年
に
向
け
て
」
（
管
区
統
一
信
行
大
会
、
広
島
市
市
民
ホ
l
ル
二

O
一
七
年
一

O
月
一
四
日
）

「
い
の
ち
に
合
掌
」
（
京
浜
教
区
檀
信
徒
協
議
会
、
山
梨
県
小
室
妙
法
寺
、
二

O
一
七
年
一

O
月
三
一
日
）

「
唱
題
行
の
理
念
と
実
践
」
（
山
形
県
宗
務
所
研
修
会
、
山
形
市
大
宝
寺
、
二
O
一
七
年
一
一
月
二
日
）

《
そ
の
他
》

（
単
著
・
連
載
）
「
妙
法
蓮
華
経
の
こ
こ
ろ
」
（
『
法
華
」
毎
月
刊
、
制
法
華
会
）

（
単
著
・
連
載
）
「
唱
題
正
行

日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
」
（
『
求
道
』
毎
月
刊
、
求
道
向
願
会
）

（
単
著
・
連
載
）
「
日
蓮
聖
人
御
遺
文
解
説
」
（
『
最
上
教
報
』
二
O
一
七
年
四
月
号
i
現
在
、
最
上
教
報
社
）

（
単
著
）
「
小
林
一
郎
」
（
『
ま
ん
だ
ら
』
所
収
、

二
O
一
七
年
七
月
）

業

報

七



j＼、

（
単
著
）
「
日
蓮
が
一
番
、
言
い
た
か
っ
た
こ
と
」
（
『
大
法
輪
』
所
収
、
大
法
輪
閣
、
二

O
一
七
年
八
月
）

（
単
著
）
「
芥
川
龍
之
介
」
（
『
ま
ん
だ
ら
』
所
収
、
二

O
一
七
年
一

O
月）

マ
池
上
要
靖

教
授
（
副
学
長
）

《
著
書
》（

編
集
委
員
・
分
担
執
筆
）
『
上
座
仏
教
事
典
』
（
パ

l
リ
学
仏
教
文
化
学
会
上
座
仏
教
事
典
編
集
委
員
会
編
、
め
こ
ん
、
二

O
一
七
年
一

O
月）

《
論
文
》（

単
著
）
「
仏
教
の
社
会
的
活
動
評
価
の
基
準
策
定
に
関
す
る
試
論
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二

O
一七

年
三
月
）

（
単
著
）
「

E
－8
E
E
が
意
味
す
る
も
の
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
七
三
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
仏
教
社
会
福
祉
原
論
確
立
に
関
す
る
試
論
」
（
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
五
O
周
年
記
念
大
会
、
立
正
大
学
、
二

O
一
六
年
一

O
月
二
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
等
》

「
初
期
仏
教
研
究
l
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立
｜
第
一
回

初
期
仏
教
経
典
の
理
解
」
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
一
六
年
度
後
期
、
新
宿
常
円
寺
、

二
O
二
ハ
年
一

O
月
二
七
日
）

「
初
期
仏
教
研
究
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立
第
二
回

史
料
価
値
と
し
て
の
初
期
経
典

パ
l
リ
語
経
典
の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
」
（
法
華
コ
モ

ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
二
ハ
年
度
後
期
、
新
宿
常
円
寺
、
二

O
一
六
年
二
月
一
六
日
）

「
日
蓮
宗
の
声
明
l
身
延
山
流
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
東
京
特
別
公
開
講
座
、
東
京
谷
中
瑞
輪
寺
、
二

O
一
六
年
二
月
四
日
）

「
初
期
仏
教
研
究
｜
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立
｜
第
三
回

経
典
成
立
の
過
程
記
憶
か
ら
記
録
へ

l
」
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
二
ハ
年
度
後

期
、
新
宿
常
円
寺
、
二

O
二
ハ
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
）

「
初
期
仏
教
研
究
｜
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立
｜
第
四
回

仏
滅
年
代
の
記
述
」
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
一
六
年
度
後
期
、
新
宿
常
円
寺
、

二
O
一
七
年
一
月
二
六
日
）



「
日
蓮
宗
法
要
式
の
特
徴
｜
他
宗
と
の
比
較
か
ら
｜
」
（
日
蓮
宗
静
岡
県
中
部
宗
務
所
声
明
師
会
管
内
研
修
会
、
静
岡
駅
ピ
ル

パ
ル
シ
ェ
、
二

O
一
七
年

二
月
一
一
一
一
日
）

「
初
期
仏
教
研
究
｜
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立
｜
第
五
回

も
う
一
つ
の
仏
像
建
立
史
」
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
二
ハ
年
度
後
期
、
新
宿
常
円
寺
、

二
O
一
七
年
二
月
一
一
一
二
日
）

「
初
期
仏
教
研
究
｜
仏
滅
年
代
論
・
経
典
の
成
立

l
第
六
回

初
期
仏
教
経
典
は
仏
説
か
」
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
二

O
二
ハ
年
度
後
期
、
新
宿
常
円
寺
、

二
O
一
七
年
三
月
一
一
一
二
日
）

《
そ
の
他
》

「
紙
上
説
法

第
八
八
回
「
知
孝
玉
落
（
孝
を
知
り
て
玉
落
つ
る
）
」
」
（
教
報
『
み
の
ぶ
』
所
収
、
二

O
一
七
年
八
月
）

マ
望
月
真
澄

教
授
（
仏
教
学
部
長
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
日
乗
上
人
日
記
に
み
ら
れ
る
信
仰
関
係
記
述
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二

O
二
ハ
年
一
一
一
月
）

（
単
著
）
「
千
箇
寺
詣
の
信
仰
関
係
資
料
」
（
『
宗
教
研
究
』
第
九
O
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

会
ナ
会
発
表
》

（
単
独
）
「
近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
に
つ
い
て
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
一
七
日
）

《
調
査
・
出
張
》

（
圏
内
）
「
堺
市
立
博
物
館
調
査
」
（
大
阪
府
堺
市
、
二

O
一
六
年
一
一
一
月
九
日
）

（
囲
内
）
「
本
山
妙
成
寺
資
料
調
査
」
（
石
川
県
羽
咋
市
、
二

O
一
七
年
二
月
一
七

1
一
九
日
）

（
圏
内
）
「
天
竜
川
妙
恩
寺
宝
物
整
理
」
（
静
岡
県
浜
松
市
、
二

O
一
七
年
三
月
二
日
j
一一一日）

（
国
内
）
「
大
阪
市
内
日
蓮
宗
寺
院
調
査
」
（
大
阪
府
大
阪
市
、
二

O
一
七
年
八
月
一
一
一
一
一

1
二
四
日
）

（
国
内
）
「
本
隆
寺
宝
物
調
査
」
（
京
都
府
京
都
市
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺
、
二

O
一
七
年
八
月
二
五
日
）

業

報

九



。

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
身
延
山
久
遠
寺
の
歴
史
と
文
化
」
（
山
梨
県
身
延
町
立
身
延
中
学
一
年
生
対
象
、
身
延
中
学
校
、
二

O
一
七
年
二
月
七
日
）

「
身
延
山
久
遠
寺
の
歴
史
と
文
化
」
（
山
梨
県
身
延
町
立
身
延
中
学
二
年
生
対
象
、
身
延
中
学
校
、
二

O
一
七
年
二
月
一
四
日
）

「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡
｜
日
蓮
聖
人
伝
記
か
ら
探
る

l
」
（
日
蓮
宗
勧
学
院
北
陸
教
区
研
修
会
講
演
、
新
潟
市
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
、
二

O
一
七
年
二
月
二
四
日
）

「
四
条
金
吾
の
人
柄
と
信
仰
」
（
山
梨
県
日
蓮
宗
内
船
寺
開
山
会
講
話
、
南
部
町
内
船
寺
、
二

O
一
七
年
三
月
一
五
日
）

「
江
戸
の
法
華
信
仰
と
法
華
文
化
」
（
日
蓮
宗
勧
学
院
講
座
講
師
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
ニ

O
一
七
年
五
月
八
日
）

「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
（
身
延
山
宝
物
館
・
身
延
山
大
学
図
書
館
合
同
企
画
展
講
演
、
身
延
山
久
遠
寺
報
恩
関
、
二

O
一
七
年
六
月
二
日
）

「
身
延
道
を
歩
く
」
（
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
由
比
生
涯
学
習
講
座
・
興
津
耀
海
寺
古
文
書
講
座
合
同
研
修
、
身
延
山
内
、
二

O
一
七
年
六
月
二
日
）

「
江
戸
の
文
化
に
学
ぶ
」
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
、
「
江
戸
の
法
華
信
仰
と
法
華
文
化
」
講
演
、
日
蓮
宗
東
京
都
四
部
宗
務
所
主
催
、
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

ホ
テ
ル
、
二

O
一
七
年
六
月
一
一
日
）

「
も
っ
と
知
り
た
い
身
延
山
」
（
新
潟
県
東
部
檀
信
徒
協
議
会
研
修
会
講
演
、
新
潟
市
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
、
二

O
一
七
年
六
月
二
七
日
）

「
富
士
川
舟
運
と
身
延
道
｜
峡
南
地
域
の
特
徴
を
文
化
面
か
ら
探
る

i
」
（
山
梨
県
峡
南
青
年
会
議
所
主
催
、
富
士
川
町
い
ち
柳
ホ
テ
ル
、
ニ

O
一
七
年
八

月
一
九
日
）

「
日
蓮
聖
人
の
関
西
遊
学
」
（
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
主
催
講
演
、
京
都
市
本
能
寺
会
館
、
二

O
一
七
年
八
月
二
六
日
）

「
身
延
山
の
古
文
書
を
読
む
」
（
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
「
身
延
山
学
講
座
」
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
j
二
O
一
七
年
二
月
、

計
五
回
講
座
開
催
）

「
古
文
書
を
読
む
「
万
沢
口
留
番
所
日
記
」
」
（
南
部
町
生
涯
学
習
講
座
、
山
梨
県
南
部
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
l
一
一
一
月
、
計
五
回

講
座
開
催
）

「
古
文
書
講
座
」
（
静
岡
市
由
比
生
涯
学
習
交
流
館
講
座
、
静
岡
市
清
水
区
由
比
、
計
一

O
回
講
座
開
催
）

《
そ
の
他
》

（
単
著
）
「
日
蓮
聖
人
降
誕
伝
承
」
（
教
誌
『
正
法
』
第
一
五
一
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
三

O
一
七
年
九
月
一
日
）



O
日
蓮
学
専
攻

マ
三
輪
是
法

教
授
（
日
蓮
学
専
攻
長
）

《
学
会
発
表
》

（
共
同
）
「
共
同
研
究
テ
l
マ

人
間
と
は
何
か

人
間
定
義
の
新
次
元
へ

l
仏
教
か
ら
見
る
「
人
間
」
定
義
の
新
次
元
｜

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
メ
ン
テ
l

タ
1
」
（
日
本
傍
教
学
会
第
八
七
回
学
術
大
会
、
東
北
大
学
、
二
O
一
七
年
九
月
五
日
・
六
日
）

（
共
同
）
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
」
代
表
・
コ
メ
ン
テ
1
タ
・
司
会
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大

学
、
二
O
一
七
年
九
月
一
七
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

（
国
内
）
「
日
蓮
学
入
門
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
「
今
な
ぜ
日
蓮
学
か
」
、

日
蓮
宗
本
山
立
本
寺
内
教
法
院
、
二

O
二
ハ
年

一
一
一
月
二
日
）

（
海
外
）
「
日
蓮
学
講
義
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
講
義
、
二

O
一
七
年
二
月
一
一
六
日
）

（
海
外
）
「
日
蓮
学
入
門
」
（
ス
リ
ラ
ン
カ
・
コ
ロ
ン
ボ
講
義
、
二

O
一
七
年
三
月
五
日
）

（
海
外
）
「
観
心
本
尊
抄
講
義
第
三
国
」
、
「
法
華
経
入
門
」
（
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
一
念
寺
講
義
、

二
O
一
七
年
八
月
一
一
一
一
日
・
九
月
一
日
）

（
圏
内
）
「
近
代
日
本
に
お
け
る
久
遠
本
仏
観
」
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
第
五
O
回
中
央
教
化
研
究
会
議
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二

O
一
七
年
九
月
二
二
日
・

一
四
日
）

《
そ
の
他
》

（
連
載
）
「
近
・
現
代
法
華
信
仰
者
の
足
跡
」
（
教
誌
「
正
法
』
二

O
一
六
年
夏
盆
号
1
一一

O
一
七
年
秋
彼
岸
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
）

マ
望
月
海
慧

教
授
（
国
際
日
蓮
学
研
究
所
長
）

《
著
書
》（

編
著
）

A
町
宮
見

wsgmH
均三
S
E
H
。－

zsoσ
ロ一

Z
B
S
E
E
C
E
g
s
q－
N
C
H
。・己・

業

報



（
共
著
）
「
釈
尊
と
そ
の
家
族
」
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
編
『
身
延
山
大
学
教
養
選
書
E

仏
教
福
祉
と
家
族
問
題
』
（
山
喜
房
悌
書
林
、
二

O
一
七
年
三
月
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
〉
雪
印
可
告
と
お
と
呂
田
出
召
骨
肉

a
a
B
E」
（
込
町
宮
司
F
E
S
ミ
句
史
民
島
町
内
b

c
、
身
延
山
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室
、
二

O
二
ハ
年
一
一
月
）

（
単
著
）
「
5
2
g旦
E
－聞の
0
5
5
2
S
。々

zz？
な
さ
句
ミ
E
E
J「
5
2
S
E
S
S
E
B」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
三
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

二
O
一
七
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
」
「
信
解
品
」
和
訳
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
七
三
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
ア
ド
ヴ
ア
ヤ
ヴ
ア
ジ
ユ
ラ
と
ア
テ
ィ
シ
ヤ
」
（
第
六
九
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
、
二

O
一
六
年
一

O
月
二
二
日
）

（
単
独
）
「
〉

n
O
B
E
g
s
q
g
H
F
m
hミ
S
P
H
E
R
S己
主
邑
時
。

B
n
E
R
g
－ロ
g
d
z
gロ
」
（
第
一
四
回
国
際
仏
教
学
会
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
、
二

O
一
七
年

八
月
二
一
日
）

（
単
独
）
「

uesM
－sa
a
B
Eが
伝
え
る
パ
リ
儀
軌
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
、
花
園
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
二
日
）

（
単
独
）
「
ア
テ
ィ
シ
ャ
と
ラ
ト
ナ
l
カ
ラ
シ
ャ
l
ン
テ
イ
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
一
七
日
）

《
調
査
・
出
張
》

（
海
外
）
「
日
蓮
宗
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
派
遣
研
究
員
」
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
二

O
一
七
年
一
一
一
月
二
日
1
九
日
）

（
海
外
）
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ナ
ン
島
に
お
け
る
日
蓮
仏
教
の
展
開
に
関
す
る
調
査
」
（
マ
レ
ー
シ
ア
、

一一
O
一
七
年
五
月
一
九
1
一一一一日）

（
囲
内
）
「
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
l
ラ
・
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
仏
教
学
新
知
識
基
盤
の
構
築
科
研
合
同
研
究
会
」
（
大
正
大
学
・
東
京
大
学
・
人
文
情
報
学
研
究
所
、

二
O
一
七
年
二
月
一
六
日

1
一
八
日
・
六
月
三
日
1
四
日
）

（
国
内
）
「
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
I
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
」
（
人
文
情
報
学
研
究
所
、
二

O
一
七
年
九
月
一
六
日
1
一
七
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

（
国
内
）
「
釈
尊
と
そ
の
家
族
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
問
題
仏
教
と
福
祉
の
視
点
よ
り
」
・
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
平
成
二
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ

l
ス
講
座
）
、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
六
年
一

O
月

一
六
日
）



（
海
外
）
「
法
華
経
研
究
史
」
（
東
国
大
学
校
人
文
韓
国
（
国
穴
）
研
究
団
第
一
二
回
海
外
碩
学
招
請
講
演
、
大
韓
民
国
東
国
大
学
校
忠
武
路
映
像
セ
ン
タ
ー

本
館
仏
教
学
術
院
二
二
七
号
、
二

O
一
六
年
一
一
月
二
五
日
）

《
競
争
的
研
究
資
金
》

（
研
究
代
表
者
）
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C

「
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
」

（
研
究
分
担
者
）
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
B
「
密
教
思
想
と
他
の
仏
教
思
想
と
の
関
係
性
1
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
l
ラ
寺
院
の
学
僧
の
著
作
群
を
中
心
に

1
」
（
研

究
代
表
者
、
久
間
泰
賢
、
三
重
大
学
）

マ
木
村
中
一

准
教
授
（
国
際
日
蓮
学
研
究
所
主
任
）

《
著
書
》（

共
著
）
「
日
蓮
聖
人
の
お
手
紙
に
見
る
家
族
の
あ
り
方
」
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
編
『
身
延
山
大
学
教
養
選
書
E

仏
教
福
祉
と
家
族
問
題
』
（
山
喜
房

偽
書
林
、

二
O
一
七
年
三
月
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
近
世
日
蓮
教
団
の
檀
林
に
お
け
る
修
学
内
容
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
三
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、

二
O
一
七
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
刊
本
遺
文
の
標
記
相
違
に
関
す
る
一
考
察
」
（
第
六
九
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
一
一
一
一
日
）

（
共
同
）
「
日
蓮
遺
文
の
編
纂
と
刊
行
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
一
七
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
日
蓮
聖
人
の
お
手
紙
に
見
る
家
族
の
あ
り
方
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
問
題
仏
教
と
福
祉
の
視

点
よ
り
｜
」
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
平
成
二
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ

l
ス
講
座
）
、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

二
O
一
ム
ハ
年
一
一
月
一
一
一
一
一
日
）

「
日
蓮
聖
人
の
お
手
紙
を
よ
む
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
「
今
な
ぜ
日
蓮
学
か
」
、
日
蓮
宗
本
山
立
本
寺
内
教
法
院
、
二

O
二ハ

業

報



四

年
一
二
月
二
日
）

「
法
縁
の
源
流
と
展
開
｜
近
世
日
蓮
教
団
の
檀
林
に
お
け
る
修
学
内
容
を
中
心
に
｜
」
（
福
井
県
中
部
宗
務
所
研
修
会
、
福
井
妙
長
寺
、
二

O
一
七
年
二
月
）

《
そ
の
他
》

（
連
載
）
「
日
蓮
聖
人
伝
」
（
「
あ
ん
の
ん
』
所
収
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
一
一
年
四
月
1
現
在
）

（
連
載
）
「
『
日
蓮
聖
人
惇
絵
巻
』
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
御
生
涯
」
（
教
報
『
み
の
ぶ
』
所
収
、
身
延
教
報
社
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
1
現
在
）

マ
金

4周
坤

准
教
授

《
著
書
》（

共
編
）
『
身
延
山
大
学
教
養
選
書
E

仏
教
福
祉
と
家
族
問
題
』
（
山
喜
房
偽
書
林
、
二

O
一
七
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
一
一
一
・
一
一
一
一

菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
」
、
「
五
九

妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展

ア
ン
ニ
ヨ
ン
ハ
セ
ヨ
！

元
暁
法
師
日
本
が
み
つ
け
た
新
羅
・
高
麗
仏
教
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二

O
一
七
年
六
月
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報

総
目
次

一
九
九
七
｜
二

O
一
五
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
第
二

O
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
、
二

O
一
六
年
四
月
）

（
単
著
）
「
『
三
平
等
義
」
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月）

（
単
著
）
「
身
延
山
の
海
東
仏
教
関
連
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二

O
一
六
年
一
一
一
月
）

（
単
著
）
「
流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考
」
（
『
宗
教
研
究
』
第
九
O
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

（
単
著
）
「
最
澄
と
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
」
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
限
研
究
団
編
『
元
暁
生
誕
一
四
O
O年
記
念
共
同
学

元
暁
と
新
羅
仏
教
写
本
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
・
東
国
大
仏
教
文
化
研
究
院
服
研
究
団
、
二

O
一
七
年
六
月
）

術
大
会

《
翻
訳
》（

単
独
）
朴
銑
絹
「
義
寂
と
慢
輿
の
『
法
華
経
」

一
乗
解
釈
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
二

O
号
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

二
O
一
六
年
四
月
）



（
単
独
）
「
特
別
展
に
際
し
て
」
、
「
九

菩
薩
戒
本
宗
要
紗
」
、
「
一

O

菩
薩
戒
本
宗
要
抄
」
、
「
一
五

判
比
量
論
」
、
「
一
九

二
障
義
」
、
つ
二
・
二
二

菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
」
、
「

起
信
論
別
記
」
、
「
三
五

華
厳
経
問
答
」
、
「
四
一

大
覚
国
師
文
集
」
、
「
四
四

円
宗
文
類
集
解
」
、
「
四
九
・
五
O

華
厳
文
義
要
決
問
答
」
、
「
五
三

党
網
経
菩
薩
戒
本
疏
」
、
「
五
四

華
厳
一
乗
成
仏
妙
義
」
、
「
五
九

妙
法
蓮
華
経
論
子
注
」
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

編
『
特
別
展

ア
ン
ニ
ヨ
ン
ハ
セ
ヨ
！
元
暁
法
師
日
本
が
み
つ
け
た
新
羅
・
高
麗
仏
教
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二

O
一
七
年
六
月
）

《
論
評
》菅

野
博
史
「
パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め
（
東
ア
ジ
ア
仏
教
と
『
法
華
経
」
）
」
（
『
宗
教
研
究
』
第
八
九
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二

O
一
六
年
三
月
）

《
研
究
協
力
》

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』
「
信
解
口
問
」
和
訳
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
七
三
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
身
延
山
の
海
東
仏
教
関
連
資
料
に
つ
い
て
」
（
第
六
九
四
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
（
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、

二
O
二
ハ
年
一

O

月
二
二
日
）

（
単
独
）
「
最
澄
と
『
妙
法
蓮
華
経
論
子
注
』
」
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
・
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
限
研
究
団
主
催
、
元
暁
生
誕
一
四
O
O年
記
念

共
同
学
術
大
会

元
暁
と
新
羅
仏
教
写
本
、
金
沢
文
庫
大
会
議
室
、
二

O
一
七
年
六
月
二
四
日
）

（
単
独
）
「
「
三
平
等
義
』
所
引
の
「
注
云
」
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
八
回
学
術
大
会
、
花
園
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
二
日
）

（
単
独
）
「
『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
日
本
的
展
開
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
（
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、
二

O
一
七
年
九
月
一
六
日
）

《
通
訳
担
当
》

「
第
六
回

日
・
韓
・
中

国
際
仏
教
学
術
大
会
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
禅
仏
教
の
思
想
と
意
義
｜
」
（
（
日
本
）
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
・
国
際
禅
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
（
韓
国
）
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
、
（
中
国
）
中
国
人
民
大
学
仏
教
与
宗
教
学
理
論
研
究
所
共
催
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
O
一
七
年
七
月
一
日
1
二
日
）

葉

報

五



ム
ノ、

O
仏
教
芸
術
専
攻

マ
長
又
高
夫

教
授
（
仏
教
芸
術
専
攻
長
・
附
属
図
書
館
長
）

《
学
会
発
表
》

「
北
条
泰
時
の
法
解
釈
｜
因
准
と
折
中
｜
」
（
第
一
八
五
回
法
史
学
研
究
会
、
明
治
大
学
駿
河
台
校
舎
、
二

O
一
七
年
五
月
二
六
日
）

《
そ
の
他
》

「
文
化
論
か
ら
み
た
日
本
人
の
付
度
」
（
F
M甲
府
ラ
ジ
オ
出
演
「
生
涯
学
習
の
時
間
」
、
二
一
時
1
一
二
時
三

O
分
、
二

O
一
七
年
九
月
一
九
日
）

マ
間
宮
啓
壬

教
授

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
「
死
後
法
華
謂
経
理
」
の
意
味
｜
『
法
華
経
』
と
の
一
体
化
｜
」
（
「
宗
教
研
究
』
第
九
O
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
O
一
七
年
三
月
）

金
子
会
発
表
》

（
単
独
）
「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
論
争
論
点
整
理
」
（
印
度
学
宗
教
学
会
第
五
九
回
学
術
大
会
、
東
北
大
学
川
内
南
キ
ャ
ン
パ
ス
、

二
O
一
七
年
五
月
二
人
日
）

（
単
独
）
「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
を
め
ぐ
っ
て
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
六
回
学
術
大
会
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二

O
一
七
年

九
月
一
七
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
法
華
経
の
心
｜
知
来
使
た
れ
！
〈
第
三
回
〉
｜
」
（
一
一
O
一
七
年
度
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
教
師
・
寺
庭
婦
人
研
修
会
、
高
岡
市
ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
、

二
O
一
七
年
七
月
一
一
一
日
）

マ
柳
本
伊
左
雄

特
任
教
授

特
に
な
し



マ
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン

特
任
教
授

《
学
術
論
文
》

（
共
著
）
「
N
2中
N
C
E
E
O
Z）
知
可
担
金
江
。

E
－C
B白ロ円相山町田町民
n
F
」
（
『
身
延
論
叢
』
第
一
一
一
一
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二

O
一
七
年
三
月
）

O
福
祉
学
専
攻
（
福
祉
学
科
）

マ
伊
東
久
実

教
授
（
福
祉
学
専
攻
長
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
図
書
館
に
お
け
る
日
本
語
支
援
活
動
の
現
状
と
可
能
性
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二

O
一
七

年
一
一
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
子
育
て
支
援
活
動
が
学
生
に
も
た
ら
す
学
び
の
循
環
」
（
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
協
会
三

O
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
大
阪
府
立
大
学

同
田
町
四
な
ん
ば
、
二

O
一
七
年
六
月
一
七
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
子
ど
も
の
自
分
ぞ
つ
く
り
と
親
の
か
か
わ
り
」
（
大
野
山
保
育
園
保
護
者
学
習
会
、
大
野
山
保
育
園
、
二

O
一
六
年
一
一
一
月
二
ハ
日
）

「
二
一
世
代
交
流
ひ
な
ま
つ
り
会
」
（
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
二

O
一
七
年
三
月
二
四
日
）

「
親
に
な
る
と
い
う
こ
と
」
（
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
「
い
ま
を
生
き
る
」
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ネ
ッ
ト
山
梨
連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二

O
一
七
年
七
月
八
日
）

「
共
感
を
ベ

l
ス
に
し
た
子
育
て
支
援
」
（
市
川
三
郷
町
保
育
士
会
研
修
会
、
市
川
三
一
郷
町
役
場
本
庁
舎
、
二

O
一
七
年
九
月
二
日
）

マ
田
沼

朗

教
授

《
著
書
》（

共
編
著
）
『
子
ど
も
白
書
二

O
一
七

改
憲
は
子
ど
も
に
何
を
も
た
ら
す
か
1

児
童
憲
章
の
再
発
見
｜
』
（
本
の
泉
社
、
二

O
一
七
年
八
月
）

業

報

七



)1、

（
分
担
執
筆
）
「
子
ど
も
と
学
校
、
こ
の
一
年

教
育
勅
語
の
復
活
？
ど
こ
へ
向
う
日
本
の
学
校
｜
」
（
前
掲
書
所
収
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
義
務
教
育
無
償
化
を
目
指
す
自
治
体
の
取
組
み

l
京
都
府
・
伊
根
町
の
場
合
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
七
号
、
身
延
山
大
学

仏
教
学
部
、
二

O
一
ム
ハ
年
一

O
月）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
学
校
ぞ
つ
く
り
分
科
会
基
調
報
告
」
（
第
五
六
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
、

二
O
一
七
年
八
月

日

マ
北
村
愛
子

特
任
教
授

《
学
会
発
表
》

（
共
同
）
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員
の
ス
ト
レ
ス
日
常
の
介
護
業
務
を
通
し
て
｜
」
（
第
九
回
生
活
支
援
学
会
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
、

二
O
一
七
年
四
月
一
五
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
聴
き
上
手
に
な
ろ
う
｜
基
礎
編
｜
」
（
ピ
ア
サ
ポ
l
タ
l
養
成
研
修
会
、
山
梨
県
難
病
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
一
一

O
一
七
年
七
月
二

O
日）

「
聴
き
上
手
に
な
ろ
う
実
践
編
」
（
ピ
ア
サ
ボ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
、
山
梨
県
難
病
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
一
一

O
一
七
年
七
月
二
五
日
）

マ
楢
木
博
之

准
教
授
（
国
際
日
蓮
学
研
究
所
副
主
任
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）
「
身
延
山
大
学
に
お
け
る
福
祉
専
門
職
教
育
の
効
果
l
就
職
先
で
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
｜
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』

第
一
七
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二

O
工
ハ
年
一

O
月）

《
学
会
発
表
等
》

（
代
表
）
「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
｜
身
延
山
大
学
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
｜
」
（
第
八
回
み
の
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
、
身



延
町
中
富
総
合
会
館
、
二

O
一
七
年
二
月
四
日
）

（
単
独
）
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
役
割
」
（
身
延
山
大
学
・
金
剛
大
学
校
学
術
交
流
研
究
発
表
会
、
身
延
山
大
学
、

二
O
一
七
年
二
月
二
ハ
日
）

（
単
独
）
「
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
一
一
一
ヶ
月
後
評
価
か
ら
見
た
研
修
効
果
」
（
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
第
一
六
回
研
究
大
会
、
名
古
屋
国
際
会
議

場
、
二

O
一
七
年
六
月
一
五
日
）

（
代
表
）
「
仏
教
系
大
学
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
の
意
義
｜
認
知
症
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
て
｜
」
（
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
、
種
智
院
大
学
、
二

O
一
七

年
九
月
一

O
日）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
た
め
に
高
校
生
が
で
き
る
こ
と

認
知
症
サ
ボ
l
タ
l
養
成
講
座
」
（
山
梨
県
立
峡
南
高
校
福
祉
講
演
会
、
山
梨
県
立
峡
南
高

等
学
校
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
一
二
日
）

「
I
C
Fと
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
三
島
市
地
域
ケ
ア
会
議
研
修
、
三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
六
年
一

O
月
一
七
日
）

「
現
代
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
役
割
｜
私
た
ち
に
何
が
出
来
る
の
か
｜
」
（
社
会
福
祉
法
人
春
風
会
職
員
研
修
、
あ
し
た
か
ホ
1
ム
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月

二
四
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
が
知
っ
て
お
き
た
い
面
接
技
法
に
つ
い
て
」
（
伊
豆
市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
協
議
会
、
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
二

O
一
六
年
一
一
月

一
五
日
）

「
実
践
研
究
の
意
義

研
究
と
は
何
か
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ズ
ウ
エ
ル
、
二

O
一
六
年
一
一
月
二

O
日）

「
利
用
者
の
望
む
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
書
き
方
」
（
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
基
礎
研
修
、
御
殿
場
市
民
会
館
、
二

O
一
六
年

一
一
月
一
一
一
日
）

「
個
人
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
（
御
殿
場
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
御
殿
場
市
役
所
、
二

O
二
ハ
年
一
一
一
月
五
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
か
な
お
か
圏
域
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津
、
二

O
一
六
年
一
一
一
月
一
一
一
日
）

「
現
代
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
役
割
｜
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
｜
」
（
社
会
福
祉
法
人
春
風
会
職
員
研
修
、
あ
し
た
か
ホ
I
ム
、
二

O
二
ハ
年

一
一
一
月
一
九
日
）

業

報

九



四
0 

「
ょ
っ
ち
ゃ
ば
れ
ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
塾
」
（
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
宿
泊
研
修
、
石
和
温
泉
・
ホ
テ
ル
新
光
、
二

O
一
七
年
一
月
二
八
日
・
二
九
日
）

「チ
l
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
と
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
方
法
」
（
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
基
礎
研
修
、
御
殿
場
市
民
会
館
、
二

O
一
七
年
一

月
一
七
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
価
値
と
倫
理
何
故
、
自
己
覚
知
が
必
要
な
の
か
？
｜
」
（
伊
東
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
G
S
V
研
修
、

伊
東
市
役
所
、
二

O
一
七
年
一
月
一
一
一
一
日
）

「
実
践
報
告
の
方
法
を
学
ぼ
う
！
」
（
第
五
回
静
岡
県
ソ
1
シ
ヤ
ル
ワ
l
ク
実
践
研
究
学
会
、
シ
ズ
ウ
ェ
ル
、

二
O
一
七
年
二
月
一
一
一
日
）

「
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
意
義
及
び
進
め
方
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
、

二
O
一
七
年
二
月
一
一
一
二
日
）

「
実
践
研
究
発
表
の
方
法
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
E
、
シ
ズ
ウ
エ
ル
、

二
O
一
七
年
二
月
二
五
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
際
」
（
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
山
梨
県
立
大
学
、
二

O
一
七
年
三
月
五
日
）

「
事
例
検
討
と
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
御
殿
場
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
御
殿
場
市
役
所
、
二

O
一
七
年
三
月
六
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
価
値
と
倫
理
何
故
、
自
己
覚
知
が
必
要
な
の
か
？
｜
」
（
沼
津
市
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
、
二
O
一
七
年
三
月
一
八
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
価
値
と
倫
理
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
行
う
前
に
｜
」
（
富
士
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
富
士
駅
南
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、

二
O
一
七
年
四
月
一
八
日
）

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
」
（
沼
津
市
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津
、
二

O
一
七
年
五
月
二
八
日
）

「
身
延
山
大
学
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
｜
バ
リ
ア
フ
リ
l
マ
ッ
プ
作
成
か
ら
認
知
症
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
ま
で
｜
」
（
身
延
山
大
学
保
護
者
会
講
演
会
、
身

延
山
大
学
図
書
館
、
二

O
一
七
年
六
月
六
日
）

「
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
開
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
E
、
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
、
二

O
一
七
年
六
月
二

O
日・

九
月
二
八
日
）

「
事
例
検
討
と
は
」
（
富
士
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
富
士
駅
南
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
一
一

O
一
七
年
六
月
一
九
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
法
令
遵
守
と
具
体
的
内
容
」
「
介
護
保
険
制
度
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
」
（
静
岡
県
介
護
支
援

専
門
員
専
門
研
修
I
、
グ
ラ
ン
シ
ツ
プ
、
二

O
一
七
年
六
月
二

O
日）

「
高
齢
者
の
心
の
特
徴
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
御
殿
場
市
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
七
年
六
月
二
七
日
）



「
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
個
別
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
連
動
に
つ
い
て
」
（
御
殿
場
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
研
修
、
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
一
一

O
一
七
年

六
月
二
七
日
）

「
認
定
社
会
福
祉
士
特
別
研
修
集
合
研
修
I
」
（
日
本
社
会
福
祉
士
会
、
福
岡
市
チ
ク
モ
ク
ピ
ル
、
二

O
一
七
年
七
月
一
日
・
二
日
・
九
月
一
七
日
）

「
模
擬
事
例
で
地
域
課
題
を
考
え
る
」
（
か
な
お
か
圏
域
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津
、
二

O
一
七
年
七
月
一

O
日）

「
い
ま
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
（
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
「
い
ま
を
生
き
る
」
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
、
キ
ヤ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
山
梨
連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二

O
一
七
年
七
月
一
一
一
日
）

「ソ
1
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
の
役
割
」
（
静
岡
県
ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
デ
l
、
シ
ズ
ウ
エ
ル
、
二

O
一
七
年
七
月
一
七
日
）

「
医
療
ソ
i
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
の
専
門
性
」
（
静
岡
県
医
療
ソ
l
シ
ヤ
ル
ワ
l
カ
l
協
会
初
任
者
研
修
、
二

O
一
七
年
七
月
一
一
一
一
一
日
）

「
社
会
福
祉
士
基
礎
研
修
E
」
（
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
、
玉
穂
総
合
会
館
、
二

O
一
七
年
七
月
二
九
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
（
沼
津
市
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津
、
二

O
一
七
年
八
月
八
日
）

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
（
富
士
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
富
士
駅
南
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
七
年
八
月
一
一
一

日「
介
護
保
険
制
度
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
変
遷
｜
ソ
1
シ
ヤ
ル
ワ
l
ク
の
視
点
を
入
れ
て
｜
」
（
は
ら
包
括
圏
域
内
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
指
導
事
業
」
、
は
ら
地

区
セ
ン
タ
ー
、
二

O
一
七
年
八
月
一
一
一
一
一
日
）

「
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
｜
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
範
囲
｜
」
（
伊
豆
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
勉
強
会
、
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
二

O
一
七
年

八
月
二
四
日
）

「
対
人
援
助
技
術
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
（
清
水
区
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
は
！
と
ぴ
あ
清
水
、
ニ

O
一
七
年
八
月
二
八
日
）

「
初
め
て
出
会
う
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
（
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
、
山
梨
県
立
身
延
高
校
、
二

O
一
七
年
九
月
二
九
日
）

「
高
齢
者
の
思
い
に
寄
り
添
う
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
」
（
し
も
べ
荘
職
員
研
修
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
し
も
べ
荘
、
二

O
一
七
年
八
月
二
九
日
）

「
対
人
個
別
援
助
技
術
及
び
地
域
援
助
技
術
」
、
「
入
退
院
時
等
に
お
け
る
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
例
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
I
、
シ

ズ
ウ
エ
ル
、
二

O
一
七
年
八
月
三
O
日）

「
個
人
で
の
学
習
及
び
介
護
支
援
専
門
員
相
E
聞
の
学
習
」
（
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
I
、
シ
ズ
ウ
エ
ル
、
二

O
一
七
年
八
月
三
一
日
）

業

報

四
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「
対
人
援
助
技
術
の
た
め
の
面
接
技
術
」
（
清
水
区
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
は
！
と
ぴ
あ
清
水
、
二

O
一
七
年
九
月
八
日
）

「
フ
ア
シ
リ
テ
l
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
」
（
御
殿
場
市
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
御
殿
場
市
役
所
、
二

O
一
七
年
九
月
一
一
日
）

「
介
護
保
険
法
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
つ
い
て
」
（
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
、
身
延
山
大
学
、
二

O
一
七
年
九
月
一
一
一
一
日
）

「チ
l
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
と
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
方
法
」
（
沼
津
市
介
護
支
援
専
門
員
研
修
、
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津
、
二

O
一
七
年
九
月
一
一
一
日
）

「
模
擬
地
域
ケ
ア
会
議
と
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
」
（
浜
松
市
西
区
地
域
演
習
事
業
、
浜
松
市
西
区
役
所
、
二

O
一
七
年
九
月
二
五
日
）

「
西
伊
豆
町
介
護
支
援
専
門
員
研
修
」
（
西
伊
豆
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
西
伊
豆
町
役
場
、
二

O
二
ハ
年
一
一
月
七
日
・
二

O
一
七
年
一
一
一
月
一
一
一
日
・

五
月
二
日
・
九
月
一
四
日
）

「二

O
一
六
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業

講
師
」
（
東
京
・
大
阪
会
場
、
二

O
一
七
年
一
月
一
五
日
・
二
ハ
日
、
二
一
一
一
日
・
二
四
日
、

七
月
三
一
O
日
・
二
一
一
日
、
八
月
五
日
・
六
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
実
習
指
導
者
講
習
会
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
、
二

O
一
七
年
二
月
一
一
日
、
山
梨
県
社

会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
、
山
梨
県
立
大
学
、
二

O
一
七
年
七
月
九
日
）

「
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
E

実
践
評
価
・
実
践
研
究
科
目
I
」
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
、
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
エ
ル
、
二

O
一
七
年

五
月
二
四
日
・
六
月
二
九
日
・
八
月
一
一
六
日
）

《
そ
の
他
》

（
単
著
）
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
意
義
と
課
題
｜
何
故
、
学
生
た
ち
が
行
う
の
か
｜
」
（
『
月
刊
福
祉
』
六
月
号
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
二

O
一
七
年
六
月
）

マ
村
瀬
正
光

特
任
准
教
授

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
病
に
な
る
と
い
う
こ
と
」
（
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
「
い
ま
を
生
き
る
」
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ネ
ッ
ト
山
梨
連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
二

O
一
七
年
七
月
二
日
）

マ
中
野
一
茂

特
任
講
師



《
著
書
》（

共
著
）
「
看
取
り
｜
施
設
で
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
｜
」
（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
編
『
身
延
山
大
学
教
養
選
書
E

仏
教
福
祉
と
家
族
問
題
』
（
山
喜
房

偽
書
林
、
二
O
一
七
年
三
一
月
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
看
取
り
｜
施
設
で
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
｜
」
（
平
成
二
八
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
問
題
｜
仏
教
と
福
祉
の
視

点
よ
り
」
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
平
成
二
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ

l
ス
講
座
）
、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

二
O
一
六
年
一

O
月
一
一
一
一
日
）

マ
黒
海
あ
ゆ
み

特
任
講
師

《
著
書
》（

分
担
執
筆
）
「
小
学
校
低
学
年
時
の
不
安
母
親
の
そ
ば
を
離
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
示
す
小
学
生
女
児
」
（
青
木
紀
久
代
・
野
村
俊
明
編
『
こ
れ
か
ら
の

対
人
援
助
を
考
え
る

く
ら
し
の
中
の
心
理
臨
床
④

不
安
』
福
村
出
版
、
二

O
一
七
年
七
月
）

全
学
術
論
文
》

（
共
著
）
「
初
任
小
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
と
ら
え
る
学
校
資
源
勤
務
校
の
規
模
に
着
目
し
て
」
（
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
研
究
』
第
二

O

巻
第
二
号
、
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
会
、
二

O
一
七
年
二
月
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
お
た
が
い
の
長
所
を
見
つ
け
合
お
う
｜
い
つ
も
と
ち
が
う
ポ
イ
ン
ト
で
見
て
み
る
と
？
｜
」
（
富
士
川
町
立
鰍
沢
小
学
校
心
の
健
康
講
演
会
、
富
士
川
町

立
鰍
沢
小
学
校
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
二

O
日）

「
学
び
と
実
践
の
ス
ス
メ
｜
大
学
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
｜
」
（
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
学
園
講
座
、
身
延
山
大
学
、
二

O
一
七
年
四
月
七
日
）

「
児
童
・
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
お
け
る
学
校
・
地
域
の
役
割
」
（
平
成
二
九
年
度
峡
南
地
区
教
育
委
員
会
連
合
会
定
期
総
会
講
演
会
、
下
部
地
区
公
民
館
、

二
O
一
七
年
四
月
二
七
日
）

「
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
」
（
平
成
二
九
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
「
い
ま
を
生
き
る
」
、
身
延
山
大
学
・
身
延
町
教
育
委
員
会
共
催
、
キ
ャ
ン
パ

実

報
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ス
ネ
ッ
ト
山
梨
連
携
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、

二
O
一
七
年
六
月
一
七
日
）

マ
望
月
香
代

特
任
講
師

《
著
書
》（

分
担
執
筆
）
「
聴
覚
障
害
の
心
理
と
そ
の
支
援
現
場
の
声
四
」
（
柿
津
敏
文
編
集
『
障
害
者
心
理
学
（
シ
リ
ー
ズ
心
理
学
と
仕
事
一
五
）
」
北
大
路
書
房
、

二
O
一
七
年
七
月
）

《
学
会
発
表
》

（
共
同
）
「
読
み
取
り
通
訳
を
分
析
」
（
第
一
五
回
日
本
手
話
通
訳
学
会
、
武
庫
川
女
子
大
学
、
二

O
一
七
年
六
月
二
四
日
）

マ
佐
々
木
さ
ち
子

特
任
講
師

《
学
会
発
表
》

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
介
護
職
の
ス
ト
レ
ス
」
（
日
本
生
活
支
援
学
会
二

O
一
七
年
度
総
会
及
び
第
九
回
全
国
大
会
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
、

二
O
一
七
年
四
月
一
五
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》

「
家
族
介
護
の
問
題
｜
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
す
に
は
！
」
（
平
成
一
一
八
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
問
題

ー
仏
教
と
福
祉
の
視
点
よ
り

l
」
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
平
成
二
八
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
l
ス
講
座
）
、
山
梨
学
院
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
二

O
二
ハ
年
一

O
月
一
日
）

「
腰
を
痛
め
な
い
家
庭
で
の
介
護
」
（
甲
府
生
涯
学
習
推
進
事
業

学
び
の
庵

甲
府
市
教
育
委
員
会
、
遊
亀
公
民
館
、
三

O
一
六
年
一

O
月
二

O
日）

「
介
護
分
野
講
座

介
護
全
般
の
講
義
と
演
習
」
（
千
葉
県
生
涯
大
学
校
京
葉
学
園
、
二

O
一
七
年
五
月
一
八
日
・
二
五
日
）

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
理
論
と
実
践
」
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
事
業
研
修

主
催
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
身
延
山
大
学
、
二

O
一
七
年
九

月
一
一
二
日
）



マ
富
山
美
由
紀

特
任
講
師

特
に
な
し

（
合
計
二
一
名
）

マ
仏
教
学
科
（
計
一
一
一
名
）

O
ニ
O
一
六
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

角
田

悠

影
山
淘
平

伊
久
美
龍
竪

池
田
優
季
名

加
藤
孝
零

上
撫
一
輝

詫
間
殊
光

樋
口
湛
清

松
木
泰
慢

望
月
英
大

吉
川
如
兼

綿
谷
即
信

望
月
良
英

土
口
木
法
軌

嚢

報

四
条
門
流
の
成
立
と
分
立

木
村
中

大
黒
天
の
制
作

柳
本
伊
左
雄

鬼
子
母
神
に
つ
い
て

柳
本
伊
左
雄

普
賢
菩
薩
像
制
作

柳
本
伊
左
雄

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
に
お
け
る
教
化

三
輪
是
法

日
蓮
聖
人
の
生
涯
と
思
想
の
変
遷

間
宮
窓
口
壬

日
像
上
人
の
京
都
弘
通

望
月
真
澄

過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
現
状
と
今
後

間
宮
啓
壬

日
本
に
お
け
る
大
黒
天
信
仰
の
展
開

望
月
真
澄

鬼
子
母
神
の
製
作
過
程
に
つ
い
て

柳
本
伊
左
雄

戦
国
期
に
お
け
る
仏
教
勢
力
と
戦
国
大
名

望
月
真
澄

戦
国
大
名
と
寺
院

望
月
真
澄

日
本
に
お
け
る
差
別
の
諸
相

三
輪
是
法

近
代
に
お
け
る
仏
教
社
会
福
祉
事
業
と
思
想

三
輪
日
疋
法

四
五



川
村
晃
仁

林
田
三
郎

山
本
伸

鶏
内
篤
史

内
藤
瑛
慈

呂
英
夫

オ＂＇
本木

法
賓

マ
福
祉
学
科
（
計
一
一
名
）

小
林
大
悟

小
林
千
夏

堂
前
美
智

内
藤
一
樹

望
月
結
女

岩
尾
幸
子

笠
井
寛
成

楼
井

楓

村
松
亜
耶

宗
川
祥
子

宮
津
由
希

現
代
社
会
に
お
け
る
葬
儀
と
墓
の
変
化
と
需
要

薬
師
如
来

一
念
三
千
の
研
究

日
蓮
聖
人
四
大
法
難
に
関
す
る
一
考
察
｜
史
実
と
伝
承
に
関
す
る
考
察
を
中
心
に
｜

日
蓮
聖
人
の
鳩
摩
羅
什
観

江
戸
中
期
後
期
の
民
間
信
仰
｜
木
喰
行
道
を
中
心
に
｜

ロ
シ
ア
の
仏
教

セ
ラ
ピ
1
に
つ
い
て
音
楽
療
法
を
中
心
に

介
護
旅
行
の
実
態
と
効
果

日
本
に
お
け
る
人
身
取
引
の
現
状
と
問
題
点
性
的
目
的
の
人
身
取
引
を
中
心
に
｜

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
虐
待
防
止
に
関
す
る
研
究

若
年
性
認
知
症
の
現
状
と
課
題

大
学
生
に
お
け
る
う
わ
さ
の
伝
播
に
つ
い
て
う
わ
さ
は
何
故
な
く
な
ら
な
い
の
か

i

手
あ
そ
び
歌
の
種
類
と
ア
レ
ン
ジ
の
工
夫

病
棟
保
育
に
お
け
る
保
育
士
の
役
割

ナ
ン
セ
ン
ス
絵
本
の
制
作

高
齢
者
の
生
活
破
壊
の
現
状
と
課
題

知
的
障
害
者
の
将
来
の
思
い
に
関
す
る
研
究
本
人
へ
の
面
接
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
｜

四
六

間
宮
啓
壬

柳
本
伊
左
雄

三
輪
是
法

木
村
中

金

柄
坤

望
月
真
澄

望
月
海
慧

中
野
一
茂

楢
木
博
之

長
又
高
夫

楢
木
博
之

中
野
一
茂

楢
木
博
之

伊
東
久
実

中
野
一
茂

伊
東
久
実

田
沼

朗

楢
木
博
之

（
合
計
三
二
名
）



マ
編
集
委
員
・
編
集
協
力

楢
木
博
之
（
編
集
委
員
）
、
金

業

報

柄
坤
・
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン

（
編
集
協
力
）

四
七


